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日本宗教学会第 67回学術大会 於筑波大学      2008/09/14 
三重県内の山の神信仰について ―鈴鹿市肥田町の事例を中心に― 

東洋大学東洋学研究所 平山 眞 

はじめに 
 本報告では、広い地域において信仰・祭祀対象とされてきた山の神を題材として、日本の民俗宗教が

その社会変動の中でどのような変化をしてきたのか、あるいはまた今日どのような状況に置かれている

のかについて考察を加える。 
 ここで取り上げるのは三重県下の事例である。周知の通り、三重県下では山の神信仰が極めて盛んで

あったことが堀田吉雄の手によって明らかになっている。ここでは、堀田がその大著『山の神信仰の研

究』の中で大きな紙数を割いている鈴鹿市柳及び土師
は ぜ

に隣接する肥田
ひ だ

町の事例を取り上げる。 
 
1. 三重県鈴鹿市肥田町について 
1-1 概略 
 鈴鹿市は三重県の北勢地方に位置し、四日市から鈴鹿市にかけ主として高度経済成長期に誘致された

工場群の存在を背景とする第 2次、第 3次産業従事者が中心を担う地方都市である（表 1、2参照）。 
 肥田町は鈴鹿市の北東部、伊勢湾岸から 3km ほど内陸に入った地点に位置する、伊勢街道の両側に
作られたかつては農業を主生業としていた集落である。2007年 6月末の世帯数は 171戸、人口は 522
人（男 256人、女 266人）となっている（住民基本台帳による）。全体として戸数や人口は増加傾向に
あり、少子高齢化もさほど進んでいるとは言えないのだが（表 3、4 参照）、これについては特に 1990
年代以降分譲・建築が進んだ一戸建て住宅数十棟（地番を冠して「X番地」などと呼ばれる。プライヴ
ァシィを考慮し以下このように記載する。）及びアパートの居住世帯の存在が大きい。 
 
1-2 肥田町の自治組織 
 三重県内では地域毎の自治組織を自治会と称している。肥田自治会は西・北・南という三つの組に分

かれており、各組はそれぞれ更に西（1組、2組、8組、10組、11組）、北（3組、4組、12組）、南（5
組、6組、7組、13組）と細分化される。元々8組からなっていたのだが、新住民が増えたためにこれ
を 10組から 13組の 4組に分け、西北南組にそれぞれ 2組、1組、1組ずつ割り振った、ということに
なる。8 組までを旧来の肥田住民、10 組以降を新住民とするなら、自治会加入の 121 戸のうち前者は
84戸、後者は 37戸である。自治会の活動には神社祭祀や各種宗教講なども含まれており、約 3分の 1
を占める新住民の存在が大きな意味を持っている。 
 
2. 肥田町の山の神信仰 
2-1 堀田吉雄による研究より 
 さて、山の神研究の集大成とも言うべき堀田吉雄の大著『山の神信仰の研究』［堀田 1966（増補改
訂版 1980）］では三重県下の山の神信仰の特徴は以下のようにまとめられている。 
 
①子供が中心となって行なわれるものが多いが、場所によっては女性の手になるものがある。 
②祭日は 7日で、正月と 12月、2月と 11月などの組み合せになっている。1回の所も多い。 
③祭の中心となる宿は組の中での廻り番となり、膳椀などが共有されている場合がある。 
④どんど火を焚くことがある。［以上、同：233-234］ 
⑤鈴鹿型と呼びうる、男女一対からなる山の神信仰がある。［堀田 1980:508-514］ 
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 ⑤の鈴鹿型の属性として挙げている「道祖神性」について堀田は、それが鈴鹿市の柳、土師に見られ

ることを述べているのだが［堀田 1959(1980）：421］、肥田町と柳、土師の類似性も指摘されている
こと［堀田 1966(1980）：234-236］を付け加えておきたい。以下に肥田町の山の神に関する堀田の記
述を要約しておく。ここからは大正期におけるこの行事の様子が伺える。 
 
柳とほぼ同様だが、大正頃までは 12月の他に正月 6日、7日の竹の山の神という祭がもう 1回あっ
た。竹藪から竹を切ってきて、これを束ね 6 日の夕方に祠前で大火を焚いた。この火で正月の鏡餅
を焼き、それを 7日の福がゆに入れて食べたものであったが、竹藪がなくなってから廃止になった。
正月の行事は若衆が主導した。［同：235］ 

 
2-2 聴き取り調査より 
 以下、2007年の大将（6年生から選ばれる小学生男子のリーダ的存在）の祖父であり、この年の山の
神行事を取り仕切っていたM.T.さん（S.12生）のお話である。 
 
 昔子供は男の子も女の子も宿に呼ばれていた。上

かみ

と下
しも

で 1 軒ずつ宿があり、そこでやっていた。
子供が竹を切ってきて、囲いを宿の家の中に作った。学校から帰ってきて、夜までに作り、そのま

まそこに畳を上げて筵を敷いて泊まった。 
 特に上組に子供がいなかったので、一時は女の子も入っていた。 
 岸岡山に赤と黄色の土を取りに行き、道路に撒いていた。ミカンも昔は河原田まで車引いて取り

に行った。ミカンには彼岸花を入れて腐らないようにした。 
 今は竹を探すのも大変。囲いは次の日、昼くらいから藁を集め、壊して燃やした。また、アカメ

シ（赤飯）を炊いて子供に食わした。大根もあげていた。段々簡素化されている。 
 
 補足すると、宿に泊まる、というやり方はこの行事の顧問である S.K.さん（S.41 生）が小学校 6 年
生の頃（約 30 年前）に終わったという。当時はどんど焼きもしていたし、岸岡山までリヤカーを引い
ていって土を持ってきた、ともいう。また、1989年の山の神では、子供が 10人ほどしかいなかったこ
と、そのため集会所で上／下をまとめてやっていたということ、宿の家は上／下の各1軒であったこと、
それ以前には上／下の宿の家で行なっていたことなどが分かっている（H.T.さん S.4生）。 
 
2-3 山の神の小祠 
 肥田町では 6基の山の神が祀られている。M.T.さんに
よれば「町内の入り口とか出口にあって、守り神になっ

ている。」という。以下に個々の山の神がある場所の通称

や鳥居に書かれた文字などを記載する。（右図参照） 
①Nさん：平成 14年 9月吉日 改修工事一式 M.M. 
②集会所：平成 14年 9月吉日 西組氏子中 
③タマゴ屋：平成 14年 9月吉日 西組氏子中 
④Tさん：平成 8年 12月吉日 M.T.／T.T. 
⑤カントリー：平成 9年 11月吉日 発起人H.T.他 
⑥豆腐屋：平成 14年 9月吉日 南組氏子中 

 
図 1 肥田町の概略 
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2-4 祭祀集団 
 2007 年の行事では宿は西組・東組から各 1 軒に加え、新住民（X番地）からも 1 軒が出ていた。大
将は小学 6年生のM.Y.君で、その祖父であるM.T.さんが行事を取り仕切っていた。また、副大将（小
5）の母も準備などに加わっていた。子供達の役割分担は以下の通りである。 
 
大ボンデン：6年生 3名・5年生 7名・4年生 1名       …計 11名 
小ボンデン：4年生 1名・3年生 4名・2年生 2名・1年生 3名 …計 11名 

 
 ここで言う二つのボンデンは山の神行事の中で執り物として使われる。ボンデンに使う竹は直径

10cm ほどで、長さは年長用 150cm、年少用 130cm に決まっている。行事の中では年長と年少の二人
が固定のペアになり、それぞれ大ボンデンと小ボンデンを持つことになる。 
 山の神行事には町内に 25 人いる小学生男子は全員参加する、ということになっているのだが、祖父
の不幸により参加出来なかった子供が 3人いるために計 22名の参加となった。 
 この中で、元々から肥田住民だった家庭の子供は聴き取りや子供達の名字から判断する限り 6年生 2
名・5年生 3名・3年生 2名・1年生 1名の計 8名。上の 3名を加えても 11名である。即ち、25名の
うち 11名が元々肥田の家々の子供達、14名が新住民の子供達、ということになる。また、この年の 5
年生が卒業する 2009年には小学生男子の人数が激減することが分かっている。 
 
2-5 練習 
 山の神行事では子供達による唱え事と所作事（下記参照）が行なわれるので、これの練習が三日間な

される。練習は 11月 27、28、29日で、1日空けて本番、となる。時間は 19時から 20時 30分までで、
集会所で行なわれる。子供達の他、上のM.T.さんや宿の方々、顧問などが参加しこれを見守る。 
 
2-6 山の神行事次第 
 以下に 2007年 12月 1日（土曜日）に行なわれた山の神行事の流れを示す。 
8:00 願正寺（無住の真宗高田派寺院）に集合し堂の掃除をする。宇気比神社境内の八幡社にしまって
ある木製の祠とゴザを取り出し、これを手押し車に乗せて寺まで運ぶ。 
8:30 22人で分担して各山の神を掃除、しめ縄飾り付けと山の神の文字に土を詰める作業が行なわれる。
その後、赤飯と酒が大人の手で供えられる。 
10:00 笹が堂の前に立てられ、また祠が堂内に持ち込まれ酒が供えられる。これで子供達は一旦解散。
M.T.さんが残って番をするが、タイミングを見て昼食に戻る。 
17:35 堂内には M.T.さんのみがいたが、17:50 頃から子供達が次々にやってくる。子供達は幕の向こ
う側で待機する。 
18:00 宿の方々を始めとする大人達も集まってくる。子供達が町内を分担して「山の神さん始まるぞ。
ハヨ（早）こんとミカンが無くなるぞ。」と叫んで廻る。 
18:30 大将が開始の挨拶。幕の後ろから年長と年少のペアが一組ずつ登場し、唱え事と所作事をして
ミカンを配る。詞章は下記の通り。 
 
やまーのかみさん やなーいこ 
やと【た】のぼうや や【あ】かいさかづき どうさすや 
こいつかー（まだ）こいつかー（まだ）・・・（よし）：年長 
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しょうねんだん やなーいこ 
やと【た】のぼうや や【あ】かいさかづき どうさすや 
こいつかー（まだ）こいつかー（まだ）・・・（よし）：年少 
やと【た】のぼうや や【あ】かいさかづき どうさすや 

 
【】内は町内でも意見が統一していない部分である。「山の神さん」から「どうさすや」までの間に、

ボンデンを垂直に持ち上げ、それを放し、床を叩くという所作を行なう。また「こいつかー」の時には

舞台後ろから「まだ」「よし」と掛け声がかかり、「よし」が出るとその時にボンデンで指した観客にミ

カンを渡す。前半の「こいつかー」は年長が、後半は年少が担当する。11組が一巡すると一同出て来て
箱を持ってミカンを配る。 
19:57 休憩。ここまでで 4巡している。観客のピーク（50名程）は 4巡目の頃であった。休憩後もう
2巡し、最後は 3人（大将・副将ともう一人）で挨拶。お供え物が分配される。 
21:00 残っている大人は御神酒を頂く。 
 
結語 
 若年層の流出や少子化という逆境においても相当な規模を維持し、原形をとどめているかに見える肥

田町の山の神行事であるが、それは①女子を入れる、②上・下組を合併する、といった改革、あるいは

③簡素化といった変更を適宜柔軟に行なってきた結果とも言えよう。近年図らずも X番地等の住民が同
じ学区の子供会に入ることにより、更にはこうした行事にも積極的に参加するようになり、ある種の活

況とも言える状況が生まれた。その間には、忘れられた詞章の復元や、採り物や供え物についての本来

の在り方なども模索されてきた。 
 このようにして、比較的うまく継承されているように見える肥田の山の神行事であるが、来年度以降、

小学生男子が激減する、という大きな問題を抱えている。女子を入れることである程度は維持できるは

ず、という見方もあるが、これから先小学生児童の数は自動的に減少していく。いずれは各学年に 1名
ずつ、というような状態に陥ることがほぼ確実で、そうなった場合、あるいはそうなる前に例えばどの

ような対策が練られるのか、注意深く見守りたいと思う。 
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